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主な研究対象
物質：強相関電子系 (遷移金属化合物, 希土類化合物, 分子性導体, ...), 表面・界面, ナノ構造, ... 
現象：電子相関, 金属絶縁体転移, 磁性, 臨界現象, 量子揺らぎ, 電荷・スピン・軌道の自由度, 
幾何学的フラストレーション, スピン液体, トポロジー, 自己組織化, ダイナミクス, ...

求研究室では、物質の示す多彩な性質とそれらの発現機構を、量子力学と統計力学に
基づいた現代的な理論手法を駆使して解き明かすことを目的とした研究を行っていま
す。特に興味をもって研究しているのは、固体中を運動する電子が主役を演じる様々
な相転移やそれらにまつわる新奇な物性です。実際のモノに密接に関わる研究から、
これらの多彩な性質に対する統一的で普遍的な理解を得ることが研究の目標です。 
意欲的な学生が当研究室を進学先として志望されることを強く期待しています。

強相関量子系に理論で挑む 
量子の世界で電子が見せる多彩な振る舞いを読み解き

新しい物質科学の世界を切り拓く

主な研究テーマ

物質科学の新しい地平へ
物理としての純粋な面白さを追求することはもちろんのこと、強相関の物理に基づいた将来のエレクトロニクスや量子情報といった
応用に役立つ可能性を秘めた基礎学理の確立も目指しています。現実の物質に密接に寄りそった研究を進め、各物質の個性を系統的
に理解することを通じて、強相関電子系に現れる量子多体問題の普遍性を解明していくことが研究の目標です。さらに、そうした理
解を通じて、新物質のデザインや新物性の予測を行うことにより、物質科学の新しい地平を切り拓くことも目指しています。

電子のもつ電荷・スピン・軌道の自由度の競合と協調による多彩な現象 
電子相関とスピン軌道相互作用の協奏による新しい量子現象 
幾何学的フラストレーションや特異なトポロジーがもたらす奇妙な物性 
強い揺らぎのもとで現れる高次相関，新しい励起構造・ダイナミクス 
表面・界面，乱れが絡んだナノスケールの新しい現象 
新しい数値計算アルゴリズムの開発や改良, etc.

特に最近興味を持って取り組んでいるテーマ
量子スピン液体：キタエフモデル, スピンの分数化, マヨラナフェルミオン, 量子計算への応用 
トポロジカル磁性体：スキルミオン, ヘッジホッグ, ホップフィオン, 磁性ワイル半金属, 創発電磁現象, 非平衡ダイナミクス 
電荷・スピン・軌道交差物性：スピン軌道結合金属・絶縁体、非相反・非対角・非線形応答, 交替磁性体（altermagnet） 
機械学習による物性研究：多体波動関数表現, 逆問題解法, 物理リザバー計算
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